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ＴＲＤ協会ホームページより

ＴＲＤ工法の概要
ＴＲＤ工法（Trench Cutting Re-mixing Deep wall method）

地中に建込んだチェーンソー型のカッター（カッターポスト）を横方向に移動させてカッターチェーンに取り付けられたカッタービットで地盤

を掘削しながら鉛直方向に固化液と原位置土とを混合・攪拌し、壁状の固化体を地中に造成する工法。

ＴＲＤ協会パンフレット、マニュアル等より
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ＴＲＤ協会ホームページより

ＴＲＤ工法の使用実績

ＴＲＤ協会パンフレットより
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「ＴＲＤ工法技術・積算マニュアル」（ＴＲＤ工法協会）平成 24年 7月版より

ＴＲＤ工法の品質確認実績（例） 他の工法（深層混合処理工法）の場合、上層部ほど密度が小さく、強度も低い傾向を示している。

ＴＲＤ工法では深度方向の品質のばらつきが小さい。（完成壁体をボーリングでコアサンプリングして確認した結果）
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ＴＲＤ工法では、壁体の均一な品質と施工性を確保するために、以下のような掘削液、固化液の配合調

整が図られる。

・遮水性および強度の確保・・・・・・・・・固化材およびベントナイトの種類と量を調整

・流動性の確保・・・・・・・・・・・・・・水量、流動化剤の量を調整（フロー値で評価）

・固液分離防止・・・・・・・・・・・・・・添加剤（増粘剤）の量を調整（ブリーディング率で評価）

・保水性を高め溝壁境界部での脱水を防止・・脱水減少剤の量を調整

表－１ ＴＲＤ工法で使用する液剤の種類と機能

使用液名 構成材料 機 能

掘削液 ベントナイト ・セメント系懸濁液の固液分離を抑える

・掘削面の地盤境界に止水膜を形成し脱水を抑止する

・掘削面の崩壊を防ぐ

添加剤（増粘剤：ＴＲＤ－Ａ剤） ・粘性を上げることで固液分離を抑制する効果があ

る。また、掘削壁からの脱水を抑止する効果がある。

※主に砂・砂礫地盤に使用し、粘性度・粘性土系一般

土には使用しない。

粒度調整材

※粘土分が非常に少ない砂主体地層や砂

礫主体地層に粘土分を補うために使用す

る粘性土材。

・混合スラリーの懸垂力（土粒子を浮遊状態に保つ力）

と流動性のバランスを図る。

固化液 セメント、セメント系固化材 ・固化材

流動化剤（ＴＲＤ－Ｂ剤）

（分散剤・減水剤）

・流動性を促進させる。

※主に粘性土地盤に使用する。

硬化遅延剤（ＴＲＤ－Ｃ剤） ・硬化を遅らせる。（夏期における早期凝結の防止）

脱水減少剤 ・砂地盤で深度が大きい場合において溝壁境界部で脱

水が生じないように保水性を高める。

注）ブリーディング（固液分離）・・・土粒子やセメント粒子の沈降あるいは水分の浮遊・浮上により

固体分と水分が分離する現象。

掘削液および固化液の配合決定および品質管理フローを図－１に示す。

ＴＲＤ工法の品質管理

室内配合試験

図－１ ＴＲＤ工法の配合決定および品質管理フロー
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